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2030年 （頁２～４の資源エネ庁の資料に基づき算出）

総発電電力量
１） 10,650 億kWh/年程度 0.2778 kWh/MJ

LNG火力発電：割合
１） 27 ％

LNG火力発電：総電力量
３） 2,845 億kWh/年

LNG火力発電：熱効率
３） 57 %

LNG発熱量（HHV）
３） 55.01 MJ/kg（HHV） 50.06 MJ/kg（LHV）

15.28 kWh/kg（HHV） 13.91 kWh/kg（LHV）

LNG総消費量 327 億kg/年 359 億kg/年

456 億Nm3/年 501 億Nm3/年

LNG火力の総設備容量
　　総発電電力量 2845 億kWh/年

　　稼働率
２） 49 %

　　年間稼働時間 4,292 hr/年

　　総設備容量 6,628 万ｋＷ （100万kW × 66基 相当）

＜100万KWのLNG火力発電＞
　　設備容量 100 万kW

　　稼働率
２） 49 %

　　年間稼働時間 4,292 hr/年

　　発電電力量 42.9 億kWh/年

　　熱効率
３） 57 %

　　LNG発熱量（HHV） 15.28 kWh/kg（HHV）

　　LNG消費量／100万kW 4.93 億kg/年

6.9 億Nm3/年

＜総LNG火力代替の水素火力＞
水素火力発電（専焼）：総電力量 （総LNG火力と同じと設定） 2,845 億kWh/年

水素火力発電（専焼）：熱効率 （LNG火力と同じと設定） 57 %

水素発熱量 141.8 MJ/kg（HHV） 121.0 MJ/kg（LHV）

39.39 kWh/kg（HHV） 33.61 kWh/kg（LHV）

水素総消費量 127 億kg/年 148 億kg/年

1408 億Nm3/年 1651 億Nm3/年

＜100万KWの水素火力発電（専焼）＞
　　設備容量 100 万kW

　　稼働率 （LNG火力と同じと設定） 49 %

　　年間稼働時間 4,292 hr/年

　　発電電力量 42.9 億kWh/年

　　熱効率 （LNG火力と同じと設定） 57 % 51 % とすると

　　水素発熱量（HHV） 141.8 MJ/kg（HHV）

39.39 kWh/kg（HHV）

　　水素消費量／100万kW 1.91 億kg/年 2.14 億kg/年

21.3 億Nm3/年 23.8 億Nm
3
/年 となる

（エネ庁の数値：23.7億Nm3/年と整合）

日本のLNG受入基地 （頁５＆６参照） （　　）内は旧値

　　主なエリア（LNG火力発電所数）
　　LNG火力発電（CC）設備容量（万kW） （2006） 2450 （957） 1390 776 (845)
　　稼働率（%） 49 49 49
　　年間稼働時間（hr/年） 4,292 4,292 4,292
　　発電電力量（億kWh/年） 1052 597 333
　　熱効率（%） 57 57 57
　　LNG発熱量（MJ/kg） （HHV） 55.01 55.01 55.01
　　LNG発熱量（kWh/kg） （HHV） 15.28 15.28 15.28
　　LNG消費量（億kg/年） 121 68 38

　　LNG消費量（億Nm
3
/年） 169 96 53

5 vol%
２）

水素混焼 （根拠：頁３の上部資料）

　　水素消費量（億Nm
3
/年）／エリア （6.9） 8.4 （3.3） 4.8 2.7 (2.9)

　　水素消費量（億Nm
3
/年）合計 (13.1) 15.9 - 1-

【添付 105】

大阪・兵庫エリア（4発電所）

日本国内のコンバインドサイクル発電での水素混焼量（将来用一試算）

千葉・神奈川エリア（7発電所） 愛知・三重エリア（3発電所）
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２０３０年度の電力の需給構造
１）

　　　　　出典１） 長期エネルギー需給見通し,平成２７年７月,経済産業省

水素発電について
2）

　　　　　　出典２） 第4回水素・燃料電池戦略協議会WG 資料2（平成26年3月26日、資源エネルギー庁）
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水素発電について
2）

　　　　　　出典２） 第4回水素・燃料電池戦略協議会WG 資料2（平成26年3月26日、資源エネルギー庁）

　　　　　　　　　出典３） 長期エネルギー需給見通し小委員会に対する発電コスト等の検証に関する報告
　　　　　　　　　　　（平成27年5月、資源エネルギー庁）
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出典３） 長期エネルギー需給見通し小委員会に対する発電コスト等の検証に関する報告
　　　（平成27年5月、資源エネルギー庁）
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日本国内の火力発電所（コンバインドサイクル発電方式）
　　－ 千葉・東京・神奈川エリア、愛知・三重エリア、大阪・兵庫エリア －
　　（自家発電として用いられるもの、副生ガスや灯油等を燃料とするものを除く。）

　リプレース中のコンバインドサイクル発電所 （出典：ウィキペディア）

　　・五井火力発電所 （運転開始予定：2023～2024年） 234万kW  （78万kW×3基）
　　・姉ヶ崎火力発電所 （運転開始予定：2023年） 195万kW  （65万kW×3基）

　リプレース中を含めた千葉・東京・神奈川エリアのコンバインドサイクル発電の定格出力の総計
約 2450万kW

出典：

出典２） 第4回水素・燃料電池戦略協議会WG 資料2（平成26年3月26日、資源エネルギー庁）
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出典３） 長期エネルギー需給見通し小委員会に対する発電コスト等の検証に関する報告
　　　　　（平成27年5月、資源エネルギー庁）

出典１） 長期エネルギー需給見通し,平成２７年７月,経済産業省

（出典：ウィキペディアほか） 

（出典：ウィキペディアほか） 


